令和７年度 児童館自主点検調書

	法人名
	
	施設自主点検年月日
	令和　　年　　月　　日
	担当者
	

	施設名
	
	県検査年月日
	令和　　年　　月　　日
	検査員
	

	№
	点検（検査）事項
	自主点検

結果
	県の検査

結果
	通知等の内容

	面積
	①建物の広さは確保されているか。

児童館217.6㎡（185.12㎡）以上

児童センター336.6㎡(297㎡)以上
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	児童館の設置運営について（事務次官通知）第２－３(１)等：設備の共用については、他の社会福祉施設等を併設する場合で、施設の効率的な運営を期待することができ、かつ、利用する児童の処遇に支障がない場合に限る。（広さは「原則として」）

（　）は，相談室，創作活動室等を設けない場合



	
	②適当な広場を有しているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	開所
	①開館・閉館時間については地域の実情を勘案して設定しているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	児童館の設置運営について（事務次官通知）第２－３(３)ア：開館・閉館時間については地域の実情を勘案して設定すること。


	利用

時間
	①一般児童の利用と集団指導の利用が交互に支障を及ぼさないよう配慮しているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	児童館の設置運営について（局長通知）１(３)エ：小型児童館の利用時間は、地域の実情に応じて定めることとし、次によるものであること。（左記①～③）

	
	②母親クラブ等地域組織や年長児童等の夜間利用を行っている場合、配慮しているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	
	③日曜・祝祭日の利用について定めているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	1
	設備について
	
	
	

	設備
	①遊戯室・図書室（必置で単独設置）があるか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	県条例

第６条第４項　児童福祉施設には，法に定めるそれぞれの施設の目的を達成するために必要な設備を設けなければならない。

第５３条　児童厚生施設の設備の基準は、次のとおりとする。

（1）児童遊園等屋外の児童厚生施設には、広場、遊具及び便所を設けること。

(2) 児童館等屋内の児童厚生施設には、集会室、遊戯室、
図書室及び便所を設けること。



	
	②集会室・事務執行に必要な設備・便所があるか。（必置で他と共用可）
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	
	③児童クラブ室があるか。（児童クラブを実施する場合設置）
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	
	【児童センターのみ】
	
	
	児童館の設置運営について（事務次官通知）第３－３(１)イ：遊戯室には、屋内における体力増進指導を実施するために必要な広さを有すること。



	
	④遊戯室には、体力増進指導をするために必要な広さを有しているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	環境
	採光・換気の配慮はされているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	県条例　第６条第５項

２　児童福祉施設の構造設備は、採光、換気等入所している者の保健衛生及びこれらの者に対する危害防止に十分な考慮して設けなければならない。



	備品
	【児童センターのみ】
	
	
	児童館の設置運営について（事務次官通知）第３－３(１)ウ：器材等については、児童等の体力増進に資するために必要な運動遊び用の器材、体力等の測定器材等を整備すること。

また、年長児童の諸活動に資するために必要な備品等を整備すること。

	
	①器材等については、右記の器材や備品等が整備されているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	
	②児童の発達段階に応じた適当な遊びの種類に見合う器材か。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	児童館の設置運営について（局長通知）２(３)ア(ア)：運動遊び用の器材は、効果的な体力増進を図るために必要な遊具、用具等であって屋内・屋外において使用する固定又は移動式のものとし、児童の発達段階に応じた適当な遊びの種類に見合う器材を整備すること。

なお、器材の選定に当たっては、体力増進指導に関する専門家の意見を徴する必要があること

	
	③器材選定に当たっての体力増進指導に関する専門家の意見を徴しているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	２
	運営について
	
	
	

	（1）
	①運営委員会を設置しているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	児童館の設置運営について（事務次官通知）第２－３(３)ウ：運営委員会を設置し、その運営管理について意見を徴すること

	
	②運営委員会の議事録を作成しているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	
	③運営委員会の委員の構成は、適正か。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	児童館の設置運営について（局長通知）１(３)ア：児童館の適正な運営を図るため、児童福祉関係行政機関、児童委員、社会福祉協議会、母親クラブ等地域組織の代表者、学識経験者等を委員とする運営委員会を設置し、その意見を聴くこと。



	（2）
	①運営管理の責任者は明確か。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	県条例

第１８条　児童福祉施設においては、次に掲げる事項のうち必要な事項につき規程を設けなければならない。

　(2) その他施設の管理についての重要事項

児童館の設置運営について（事務次官通知）第２－３(３)イ：運営管理の責任者を定めるとともに、指導する児童の把握、保護者との連絡、事故防止等に関する事項を規定する運営管理規定を定めること。



	
	②運営管理規程は適正か。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	３
	職員について
	
	
	

	（1）
	　児童の遊びを指導する者を置いているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	県条例

第１９条　児童福祉施設には、職員、財産、収支及び入所している者の処遇の状況を明らかにする帳簿を整理しておかなければならない。

第５４条　児童厚生施設には、児童の遊びを指導する者を置かなければならない。

２　児童の遊びを指導する者は、次の各号のいずれかに該当する者でなければならない。

(1)規則で定める児童福祉施設の職員を養成する学校その他の養成施設を卒業した者
(2)保育士の資格を有する者
(3)社会福祉士の資格を有する者

(4)学校教育法の規定による高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者等、又は規則で定める者であって２年以上児童福祉事業に従事したもの
(5)教育職員免許法（昭和24年法律第147号）に規定する幼稚園、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校又は中等教育学校の教諭の免許状を有する者
(6)次のいずれかに該当する者であって、児童厚生施設の設置者が適当と認めたもの
　ア　学校教育法の規定による大学において、社会福祉学、心理学、教育学、社会学、芸術学若しくは体育学を専修する学科又はこれらに相当する課程を修めて卒業した者　　　等

	
	【児童センターのみ】
	
	
	児童館の設置運営について（事務次官通知）第３－３(２)：その他の職員を置く場合にあっては、体力増進指導に関し知識技能を有する者等を置くことが望ましいこと。

	
	体力増進指導等に関し知識技能を有する者等を配置しているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	
	【児童センターのみ】
	
	
	児童館の設置運営について（事務次官通知）第３－３(３)ア(イ)：体力増進指導に関し知識技能を有する者がこれを担当するものとし、児童厚生員又は有志指導者（ボランティア）の積極的な協力を得て行うものとすること。

	
	体力増進指導に関し、児童厚生員又はボランティアの協力を得ているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	（2）
	児童の遊びを指導する者が２名以上配置されているか。

	はい・いいえ
	適 ・ 否
	児童館の設置運営について（事務次官通知）第２-３（２）：２人以上の最低基準第３８条に規定する児童の遊びを指導する者（以下「児童厚生員」）を置くほか、必要に応じ、その他の職員を置くこと。
児童館に係るＱ＆Ａについて（厚生労働省事務連絡）
児童厚生員２名の配置について，地域の実情に応じ
２名のうち１名は児童厚生員を補助する役割の者と
することは、自治体の裁量により可能である。

	４
	運営状況について
	
	
	

	（1）
	児童館を利用する児童については、その児童の住所、氏名、年齢、緊急時の連絡先等を必要に応じて登録すること等により把握しているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	県条例

第５６条　児童厚生施設の長は、必要に応じ児童の健康及び行動につき、その保護者に連絡しなければならない。

児童館の設置運営について（局長通知）１(３)イ：児童館を利用する児童については、その児童の住所、氏名、年齢、緊急時の連絡先等を必要に応じて登録すること等により把握しておくこと。

	（2）
	①利用児童は、年齢による利用制限があるか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	児童館の設置運営について（局長通知）１(２)：対象となる児童は、すべての児童とする。ただし、主に指導の対象となる児童は、概ね３歳以上の幼児、小学校１年～３年の少年及び昼間保護者のいない家庭等で児童健全育成上指導を必要とする学童とすること。

	
	②年齢以外の利用制限がある場合は、適切か。

	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	
	【児童センターのみ】体力増進指導
	
	
	児童館の設置運営について（局長通知）

体力増進指導については、
・２(３)イ(ア)：児童の発達段階や運動能力、興味、関心に配慮すること。なお、幼児の集団指導においては、母親の参加も得ることが望ましいこと。

・２(３)イ(イ)：季節及び地域の実情に応じた指導計画を策定して行うものとし、継続的に実施すること。

・２(３)イ(ウ)：身体の虚弱な児童等を対象とする場合には、特に、医師の意見を徴する必要があること。

	
	1 児童の発達段階や運動能力、興味、関心に配慮されているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	
	2 幼児の集団指導においては、母親の参加も得ているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	
	3 季節及び地域の実情に応じた指導計画を策定して行うものとし、継続的に実施しているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	
	【必要に応じ児童センターのみ】
	
	
	児童館の設置運営について（局長通知）２(３)ウ(ア)：児童の意見を聞き、児童自身の自主的な運営に配慮すること。

２(３)ウ（ウ）：年長児童と幼児・小学生等の利用が円滑に行われるよう配慮すること。

２(３)エ：実情に応じ、他の適当な施設・設備を利用して差し支えないこと。

	
	①年長児童と幼児・小学生等の利用が円滑に行われるよう配慮しているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	５
	実施事業について
	
	
	

	（1）
	①母親クラブ、子ども会等の地域組織活動の育成助長及びその指導者の育成を図っているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	児童館の設置運営について（局長通知）１(１)ア：健全な遊びを通して、児童の集団及び個別指導の実施並びに中学生、高校生等の年長児童の自主的な活動に対する支援を行うこと。

１(１)イ：母親クラブ、子ども会等の地域組織活動の育成助長及びその指導者の育成を図ること。

１(１)ウ：子育てに対して不安や悩みを抱える母親からの相談に応じるなど、子育て家庭の支援を行うこと。

１(１)エ：その他、地域の児童の健全育成に必要な活動を行うこと。

	
	②子育て家庭の支援を行っているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	（2）
	①児童の発達段階や運動能力、興味、関心に配慮されているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	県条例

第５５条　児童厚生施設における遊びの指導は,児童の自主性,社会性及び創造性を高め、もって地域における健全育成活動の助長を図るようこれを行うものとする。

	
	②児童の体力、活動力を涵養するための運動遊びや情操を高めるための劇遊び等を行うよう配慮されているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	児童館の設置運営について（局長通知）１(３)ウ：小型児童館における遊びは、児童福祉施設最低基準第３９条によるほか、次によるものであること。児童の発達段階や運動能力、興味、関心に配慮すること。児童の体力、活動力を涵養するための運動遊びや情操を高めるための劇遊び等を行うよう配慮すること。遊びを通して安全に関する注意力、危険回避能力の養成等、事故防止のための指導を行うよう配慮すること。幼児及び学童の集団指導は、その指導の担当者を定め、組織的、継続的に行うよう配慮すること。

	
	③遊びを通して安全に関する注意力，危険回避能力の養成等、事故防止のための指導を行うよう配慮されているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	（3）
	①幼児及び学童の集団指導は、その指導の担当者を定め、組織的、継続的に行うよう配慮されているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	（4）
	【児童センターのみ】
	
	
	児童館の設置運営について（事務次官通知）第３－３(３)ア(ア)：運動や器具による遊び等、特に体力増進にとって効果的な遊びを指導内容の中心として設定するほか、必要に応じて日常生活、栄養等に関する指導を行うこと。また、遊びによる体力増進の効果を把握するために、器材等による測定調査を併せて行う必要があること。なお、児童の安全管理に十分留意する必要があること

	
	①体力増進にとって効果的な遊び

を指導内容の中心として設定して

いるか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	
	②必要に応じて日常生活、栄養等に関する指導が行われているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	（5）
	【児童センターのみ】
	
	
	

	
	①体力増進の効果を器材等による測定調査で把握しているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	
	②運動技能等を把握するための調査票等の整備が行われているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	児童館の設置運営について（局長通知）２(３)ア(イ)：運動技能等を把握するための調査票等の整備を行うこと。

	(6)
	①放課後児童クラブを実施している場合「事故防止マニュアル」「衛生管理の対応方針」「防災・防犯マニュアル」の作成及び来所・帰宅時の安全確保等により、安全対策に取り組んでいるか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	放課後児童クラブ運営指針（平成27年4月厚生労働省策定）

第６章　２

	（7）
	【児童センターのみ】指導員がいる場合
	
	
	児童館の設置運営について（事務次官通知）

第３－３(２)関係

　職員　2名以上の「児童厚生員」

　　　　必要に応じ、「体力増進指導員」及び「年長児童指

　　　　導員（大型児童センターのみ）」等を置くことが望

　　　　ましいこと。

第３－３(３)イ(ア)：指導にあたっては、特に年長児童に適した文化活動、芸術活動、スポーツ及び社会参加活動等に配慮すること。

また、児童の安全管理に十分配慮する必要があること。

（参考）年長児童とは：中学生・高校生等

	
	①年長児童に適した文化活動がされているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	
	②年長児童に適した芸術活動がされているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	
	③年長児童に適したスポーツがされているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	
	④年長児童に適した社会参加活動に配慮されているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	
	⑤年長児童の自主的な活動に対する支援が行われているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	
	【児童センターのみ】指導員がいる場合
	
	
	児童館の設置運営について（事務次官通知）第３－３(３)イ(イ)：年長児童指導に関し専門的知識を有するものがこれを担当するものとし、有志指導者(ボランティア)等の積極的な協力を得て行うものとすること。

第３－３(３)ウ：体力増進指導及び年長児童指導が効果的に実施されるように、その実施計画について運営委員会の意見を徴するとともに、運営管理規定においてもその指導に関して定めること。

	
	①ボランティア等の積極的な協力を得て行われているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	
	②体力増進指導及び年長児童指導の実施計画について、運営委員会の意見を徴するとともに、運営管理規定においても、その指導に関して定めているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	
	③特に運動不足、運動嫌い等により体力が立ち遅れている幼児、学童を優先することなど配慮しているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	児童館の設置運営について（局長通知）

２(１)ア：運動に親しむ習慣を形成すること。

２(１)イ：体力増進指導を通して社会性を伸ばし、心と身体の健康づくりを図ること。

２(２)：特に運動不足、運動嫌い等により体力が立ち遅れている幼児、学童を優先すること。

	６
	その他
	
	
	

	（1）
	災害発生時における通報、避難誘導、救護活動等に関する具体的な計画を定めているか。また、計画は職員に周知されているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	県条例

第７条　児童福祉施設は、火災、地震、風水害等の災害が発生した場合において、円滑かつ迅速な避難、救護等を確保するため、あらかじめ、関係機関への通報、避難誘導、救護活動等に関する具体的な計画を定め、当該計画を定期的に職員に周知しなければならない。

2　児童福祉施設は、災害に備えるため、定期的に消火、避難、救護等の訓練を行わなければならない。この場合において、それらの訓練のうち、消火及び避難に係る訓練は、少なくとも毎月1回行わなければならない。

3　児童福祉施設は、消火設備その他の災害に際し必要な設備を設けなければならない。

4　児童福祉施設は、食品、飲料水、医薬品その他災害に際し必要な物資を備蓄するよう努めなければならない。

	（2）
	消火器等の消火用具、非常口等、災害に際し必要な設備を設けているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	（3）
	避難及び消火訓練は、毎月１回以上行われているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	

	（4）
	食品、飲料水、医薬品の備蓄は適切か。
	はい・いいえ
	適 ・ 否

	

	（5）
	地域社会及び関係機関等との連携や協力を行っているか。
	はい・いいえ
	適 ・ 否
	児童館の設置運営について（局長通知）１(３）オ：保育所、幼稚園、小学校等関係施設と連携を密にし、広報、普及に努めるとともに、児童相談所、福祉事務所、保健所等の協力を得ること。

遊び等の指導について、地域の特別な技能を有する有志指導者(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ)に協力を求めるとともに、その養成に努めること
児童館の設置運営について（局長通知）２(３)ウ（イ）：地域の諸団体、福祉施設、学校、企業等との連携を深め、児童の社会参加活動への理解、協力等の支援を得ること。


	（6）
（7）
(8)


	・感染症又は災害の発生時において、利用者に対する継続的な支援及び早期の業務再開を図るための計画を策定し、その計画に従い必要な措置を講じているか。
・職員に対し、計画を周知するとともに、必要な研修及び訓練を定期的に実施しているか。
・定期的に計画の見直しを行い、必要に応じて変更を行っているか。
・児童の安全の確保を図るため、施設の設備の安全点検、職員・児童等に対する施設外での活動、取組等を含めた安全に関する指導、職員の研修及び訓練等の安全に関する事項についての計画を策定し、必要な措置を講じているか。
・安全計画を職員に周知するとともに、研修及び訓練を定期的に実施しているか。
・定期的に計画の見直しを行い、必要に応じて計画の変更を行っているか。
・児童の施設外での活動等のために自動車を運行する時には　乗車及び降車の際に、点呼等の方法により児童の所在を確認しているか。
	はい・いいえ
はい・いいえ
はい・いいえ
はい・いいえ
はい・いいえ
はい・いいえ

はい・いいえ

	適 ・ 否
適 ・ 否
適 ・ 否
適 ・ 否

　適 ・ 否
　適 ・ 否
　適 ・ 否
	県条例
第13条　児童福祉施設（障害児入所施設及び児童発達支援センターを除く。以下この条及び第14条第２項において同じ。）は、感染症又は災害の発生時において、利用者に対する支援の提供を継続的に実施するため及び非常時の体制で早期の業務再開を図るための計画（以下この条文において「業務継続計画」という。）を策定し、当該業務継続計画に従い必要な措置を講ずるよう努めなければならない。

２　児童福祉施設は、職員に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び訓練を定期的に実施するよう努めなければならない。
３　児童福祉施設は、定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を行うよう努めるものとする。　

県条例
第７条の２　児童福祉施設（助産施設、児童遊園及び児童家庭支援センターを除く。）は、児童の安全の確保を図るため、当該児童福祉施設の設備の安全点検、職員、児童等に対する施設外での活動、取組等を含めた児童福祉施設での生活その他の日常生活における安全に関する指導、職員の研修及び訓練その他児童福祉施設における安全に関する事項についての計画を策定し、当該安全計画に従い必要な措置を講じなければならない。
２　児童福祉施設は、職員に対し、安全計画について周知するとともに、前項の研修及び訓練を定期的に実施しなければならない。
３　児童福祉施設は、定期的に安全計画の見直しを行い、必要に応じて安全計画に変更を行うものとする。　

県条例
第７条の３　児童福祉施設は、児童の施設外での活動、取組等のための移動その他の児童の移動のために自動車を運行するときは、児童の乗車及び降車の際に、点呼その他の児童の所在を確実に把握することができる方法により、児童の所在を確認しなければならない。


[関係通知等]

・児童館の設置運営について（平成2年8月7日付け厚生省発児第123号厚生事務次官通知）

・児童館の設置運営について（平成2年8月7日付け児発第967号厚生省児童家庭局長通知）
・児童館に係るＱ＆Ａについて（平成31年3月29日付け厚生労働省子ども家庭局子育て支援課健全育成係事務連絡）

・児童福祉法に基づき児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例（平成24年12月27日付け茨城県条例第61号）
・放課後児童クラブ運営指針（平成27年4月厚生労働省策定）

2
3

